
このガイドでは、本機のラックに棚板とガラス扉を取り付ける方法、および本機にテレビとブルーレイディスクレコーダーを接続して再生を
楽しむ手順を説明します。
必ずはじめに取扱説明書の「安全上のご注意」（53～55ページ）をお読みください。
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棚板とガラス扉を取り付けましょう
本機のラックに棚板とガラス扉を取り付けます。

簡易接続・操作ガイド 日本語

J

このガイドで使用するもの

ラックの棚板とガラス扉取付用

その他接続に必要なもの

※本ガイドでは、HDMI入出力端子を搭載したテレビ・ブルーレイディスクレコーダーの接続方法を説明します。

テレビ ブルーレイディスクレコーダー（またはDVDレコーダー） HDMIケーブル（2本）

付属品

棚板（2枚） ガラス扉（2枚） ガラス天板 棚受ダボ（8個）

パッド（2個） マグネットキャッチャー（2個） 取付金具（4個：GとJ、HとIは同じものです）

A B
D

E F
G左ガラス扉 上側用

左ガラス扉 下側用 右ガラス扉 上側用

右ガラス扉 下側用

H I
J

C

本体 リモコン 簡易マイクスタンド インテリビームマイク

電池（2本） 光ファイバーケーブル
（2本）

ビデオピンケーブル サラウンド確認用DVD サラウンド確認用DVD説明書

耐荷重

50kg

各15kg
（左右）

各15kg
（左右）

● のマークでは必ず複数の人で作業してください。思わぬけがを負ったり、本体を傷つけること
があります。

● 取り付ける際は、電動工具を使用しないでください。
● 床や本体が傷つかないように柔らかい布を敷いた上で作業してください。
● 本体のサランネットは傷が付きやすいので作業中は強く押さないでください。
● 取り付けた後は、安定した場所に設置してください。
● お手入れは柔らかい布で乾拭きしてください。アルコール、ベンジン、シンナーなどは使用しないで
ください。

● テレビを設置するときは、テレビの取扱説明書に従って転倒防止の処置をしてください。

ご注意
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3. ガラス扉を準備する

1. 本体を置く 2. 棚板を取り付ける

A

D D

AA A

お好みの高さの穴に
棚受ダボを差し込む
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3
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3 33

BB

E E F

G I

ガラス扉のウラ／オモテ面を
確認する

マグネットキャッチャーを取り付ける

ウラ面

オモテ面
シール

ガラス扉の端からはみ出さないように取り付ける

左ガラス扉上側用の金具を取り付ける

プラスドライバーで
ネジをしっかりしめる

右ガラス扉上側用の金具を取り付ける

プラスドライバーで
ネジをしっかりしめる

左扉ウラ面 右扉ウラ面
4. ガラス扉をラックに取り付ける

5. マグネットキャッチャーを押してガラス扉を閉める

開けるときも、マグネットキャッチャーを押します。

6. 電源コードを固定してあるテープをはずす

7. ガラス天板をのせる

「ガラス注意」のラベルがある方を上にしてください。
「ガラス注意」のラベルははがさずに使用してください。

8. 本体を設置場所に移動する  

背面を壁につけて設置する場合はコネクターのプラグを損
傷しないように注意してください。
外部機器は本体を設置場所に移動してから棚に設置してく
ださい。

H

左ガラス扉下側用の金具の
突起部をラック底面の穴に
差し込む

上側の金具の突起部を
ラック上面の穴に差し込み、
下の金具の溝にガラス扉を
差し入れる

ガラスを
スライドさせる
ようにして
差し入れる

金具と
ガラス扉の端を
そろえてからしめる

プラスドライバーで
ネジをしっかりしめる

右側も同様に取り付ける

　ガラス扉の傾きが気になる場合は、ネジをゆるめて調整してください。yヒント

カチッ

CC

ご注意

ご注意

本体底面にはインテリアスライドシートが貼付されており、設
置場所までスムーズに移動させることができます。本体の移動
の際は床を傷つけないように、ごみ、ほこりなどを取り除いて
から移動させてください。

インテリアスライドシート

引き出し
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YRS-1200を設置しましょう
● 本機はできるだけ左右の壁の中央に設置してください。
● 視聴位置が本機の正面になるように設置してください。

■ リモコンの準備をしましょう

電池を入れる 操作範囲

家具などの障害物

壁と平行に設置した場合 コーナーに設置した場合
壁との角度
40°～50°
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YRS-1200

本機は下図のように音声をビーム化して出力し、壁に反射させてサラウン
ドを作り出します（矢印は5チャンネル出力時の音声ビームと各ビームの
経路を表しています）。効果的なサラウンド感を得るため、ビームの経路
と家具などの障害物が重ならない場所に下図のように本機を設置してく
ださい。
1フロント左チャンネル
4サラウンド左チャンネル

2センターチャンネル
5サラウンド右チャンネル

3フロント右チャンネル

リビングへの設置例
通常、テーブルなどはビームを通すため、障害物にはなりません。また、壁に設
置した戸棚などは音を反射します。
右図のような部屋の場合、自動設定の後に右チャンネルの位置を調整するとさら
に正確なサラウンド感を得ることができます。（☞取扱説明書37ページ）
カーテンは音を吸収するため、開けたときと閉めたときで音の特性が変わります。
メモリー機能を使うと、それぞれの状態に最適な設定を保存できます。（☞取扱説
明書19ページ）
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5 
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2 

4 

矢印の方向へ押す

単3電池（付属）

使用前に外装保護シート
をはがしてください。

6m以内
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テレビやブルーレイディスクレコーダーと接続しましょう
本機にブルーレイディスクレコーダーとテレビを接続すると、音と映像は下図のように伝達されます。

● 電源コードは、すべての接続が完了してから接続してください。
● ケーブルのプラグや端子が損傷する原因になるので、プラグを差し込むときに強い衝撃をあたえないようにしてください。

ケーブルの接続は以下の順番で行ってください。

その他、ゲーム機などを接続する場合は、取扱説明書の13ページを参照してください。

音声接続

映像接続
HDMIケーブル本機：テレビ番組やブルーレイディスクレコーダーの音を再生

光ファイバー
ケーブル

HDMIケーブル

ブルーレイディスクレコーダー

テレビ：テレビ番組や
ブルーレイディスクレ
コーダーの映像を再生

音声・映像接続

オーディオリターンチャンネル（ARC）対応のテレビの場合
HDMIケーブルはテレビのオーディオリターンチャンネル対応端子（「ARC」などの表示のある端子）に接続してください。光ファイバー
ケーブルの接続は必要ありません。
本機のオーディオリターンチャンネル（ARC）を有効にするには、HDMI コントロール機能を有効にしてください。（☞取扱説明書21ページ）。

オーディオリターンチャンネル（ARC）とは？
テレビの出力するデジタルオーディオ信号を、HDMI ケーブルを通して本機へ伝送する機能です。この機能により、テレビから本機へ接続
する光ファイバーケーブルを省略することができます。

1. HDMI ケーブル（別売）
ブルーレイディスクのデジ
タル映像・音声を本機に入
力します。

2. HDMI ケーブル（別売）
ブルーレイディスクのデジタ
ル映像をテレビに映します。

3. 光ファイバーケーブル
（付属）
テレビのデジタル音声を本
機で再生します。y

4. ビデオピンケーブル
（付属）
本機のメニュー画面をテレ
ビに映します。

HDMI入力

ビデオ
入力1

右 左音声 映像

ビデオ
入力2

1 2 3
光デジタル
音声出力

HDMI
出力

AC100V コンセントへ

ブルーレイ
ディスクレコーダー

テレビ

1. キャップをはずす 2. プラグの向きを
確認する

映像信号

音声信号

1

2

3

4

5.

y

本機

yヒント
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最適なサラウンド効果を自動で設定しましょう
付属のインテリビームマイクを使用してリスニングルームの環境を測定し、各チャンネルの設定を自動的に調節します。
測定中は大きなテスト音が出力されます。小さなお子様が部屋にいる場合や部屋に入ってくる可能性がある場合は、自動設定機能を使用しな
いでください。

1. インテリビームマイクを実際に視聴する位置に設置する
下図のように簡易マイクスタンドを組み立て、インテリビームマイクを上に置いて使用します。インテリビームマイクは傾かないよ
う、水平に置いてください。

できるだけ視聴時の耳の高さとなる位置に設置してください。
ソファーの背もたれなど、マイクと壁の間に障害物（壁に接している家具は除く）がある場合には、障害物を移動したり、マイクをよ
り高い場所に設置してください。

2. リモコンの電源キーを押す
本機の電源がオンになります。

3. テレビの電源を入れ、テレビの映像入力切替を操作して、YRS-1200の映像に切り替える
本書の接続例のように、ビデオピンケーブルを「ビデオ入力1」に接続した場合は、テレビの映像入力を「ビデオ入力1」に切り替えます。
画面が表示されない場合は、本書の接続例のビデオピンケーブルが正しく接続されているか確認してください。

1 2 3 4 5

はずす

差し込む

差し込む
切り欠き
に通す

マイクを
水平に置く

インテリビームマイク

マイクの上限位置は
床から1.5m以内

本機の高さ

視聴位置
簡易マイクスタンド

1.8m以上

本機の中心線上
マイクの位置簡易マイク

スタンド

　　　　　［設定］：設定メニュー開始
　　　　　

　　　　　　　ＹＲＳ－１２００
　　　　　　　

　　　
　　　
4. インテリビームマイクを本機のINTELLIBEAM MIC端子に接続する

5. 部屋の環境ができるだけ静かに保たれていることを確認する
正確な測定・設定のため、エアコンなど動作音を発生する機器がある場合は、電源を切ってください。

次の手順を実行したあと、部屋から出てください。部屋の中にいると測定結果に影響して、最適な設定が行われない場合があります。
部屋の外に出るときは、本書も一緒にお持ちください。測定は開始から終了まで約3分かかります。その間は部屋の外でお待ちください。
測定中に自動設定を中止したい場合は、リモコンの戻るキーを押してください。

6. 決定キーを押して測定を開始し、10秒以内に部屋の外に出る
測定が終了すると終了音（チャイム音）が出力され、測定結
果画面が表示されます。
「環境チェック　：エラー」（フロントパネルディスプレイの
場合、「Error Code:E-1」など）と表示された場合は、取扱
説明書の17ページを参照し、再度設定してください。

本機の設置位置により、測定結果表示画面は異なります。
エラー音（ブザー音）が出力された場合は、画面のエラー
メッセージを確認し、「エラーメッセージが表示されたら」
（☞取扱説明書17ページ）を参照して問題を解決してくだ
さい。その後、戻るキーを押して再度設定してください。

7. 決定キーを押す
測定結果を保存します。

8. インテリビームマイクを外す
マイクは大切に保管してください。
測定結果は本機に記憶されます。

 Start Setup? 

インテリビームマイク（付属）

簡易マイクスタンド（付属）

　　　［決定］：開始　［戻る］：中止

　　　　　　自動設定　（確認・準備）
　　マイクを本体の正面で１．８ｍ以上離し、
　　正しい高さに設置してください。
　　測定にはおよそ３分かかります。
　　決定を押したら部屋から出てください。

　　マイクを接続してください。

テレビ画面

フロントパネルディスプレイ

本機下面

ご注意

　　　　　　－－－－－－－－－－

　　　　　　　　［戻る］：中止

　　　　　　　　自動設定開始
　　　　　１０秒後に測定を開始します。

　　　　　　部屋から出てください。

　　　　　［決定］：設定する
　　　　　［戻る］：設定しない

　　　　　　　　　測定結果
　　　　　　　測定が終了しました。

　　　サブウーファー：有
　　　ビームモード　：５ビーム／プラス２

 Start in 10sec 

5Beam /SWF:RDY

約3分後

yヒント

　　　　　　マイクを外してください。

　　　　　　　　自動設定終了

 Setup Finish.
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再生しましょう
付属の「サラウンド確認用DVD」を再生して、正しく接続・設定されているか確認します。

それでは再生をお楽しみください！
本機をさらに活用する方法については、付属の取扱説明書をご覧ください。

1. 電源（ ）キーを押して、本機の電源をオンにする

2. テレビとブルーレイディスクレコーダーの電源をオンにする

3. HDMI1-3キーを押してブルーレイディスクレコーダーを選ぶ
下図のように「HDMI」を表示させます。

テレビを見る場合はTVキーを押します。

4. テレビの入力を「HDMI入力1」に設定する

5. ブルーレイディスクレコーダーで付属のサラウンド確認用
DVDを再生する
サラウンド確認用DVDについては付属の「サラウンド確認用DVD説明書」
をご参照ください。

6. 音量（+／－）を押して、音量を調節する

テレビから音が出ている場合はテレビのリモコンで消音してください。

7. サラウンドキーを押した後でシネマ DSP キーを押して、お好
みのサウンドに設定する

再生されない場合は
本機とブルーレイディスクレコーダーの接続を確認してください。
ブルーレイディスクレコーダーの音声出力設定がデジタル音声出力に設定
されているか確認してください。
テレビの入力が正しく選択されているか、確認してください。

HDMI1

入力ソース

yヒント

yヒント

yヒント

テレビと本機を連動させる
HDMIコントロール（リンク）機能に対応したテレビを使用している場合、テレビのリモコンで本機をコントロールすることができます。
設定については取扱説明書の20ページをご覧ください。

yヒント


